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所在地

事業所名

１　自己評価及び外部評価結果

法人名
事業所番号 ○医療連携に関して、訪問看護ステーションとの連携により相談体制が確保され入居者様の

健康管理もできているとともに、特に看取り期の方のケアにおいて職員の不安の軽減にもつ
ながっている。
○身体拘束禁止委員会を立ち上げ、運営推進会議ごとに報告を実施している。
○社内研修と認知症に関する研修を毎月実施している。認知症に関する研修は、実践者研修
修了者が講師となり、全員に周知をおこなっている。

1670102456
株式会社ツクイ
ツクイ富山萩原グループホーム

富山市萩原１７９－１

評価結果市町村受理日自己評価作成日

北証パトナ株式会社
富山市荒町2番21号

2019年5月2日 2019年6月12日

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きと
した表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

56

57

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意
向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

○

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面
がある。
（参考項目：18,38）

63

64

65

66

60

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安
なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

58

59

○

62

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけて
いる
（参考項目：49）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

○

2．利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない

○
2．利用者の2/3くらいが

67

1．ほぼ全ての利用者の
2．利用者の2/3くらいの
3．利用者の1/3くらいの
4．ほとんど掴んでいない

68

1．毎日ある
2．数日に1回程度ある
3．たまにある
4．ほとんどない
1．ほぼ全ての利用者が

○

○

○

○

○

1．ほぼ全ての利用者が
2．利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

4．ほとんどいない
1．ほぼ全ての利用者が
2．利用者の2/3くらいが

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない
1．ほぼ全ての利用者が
2．利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが

1．ほぼ全ての利用者が

○

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：2,20）

1．ほぼ全ての家族と
2．家族の2/3くらいと
3．家族の1/3くらいと
4．ほとんどできていない

1．大いに増えている
2．少しずつ増えている

○

○

○
3．あまり増えていない
4．全くいない

1．ほぼ毎日のように
2．数日に1回程度ある
3．たまに
4．ほとんどない

2．家族等の2/3くらいが
3．家族等の1/3くらいが
4．ほとんどいない

1．ほぼ全ての利用者が
2．利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない

↓該当するものに○印

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します。

項　　目
取　り　組　み　の　成　果

↓該当するものに○印

1．ほぼ全ての家族等が

1．ほぼ全ての職員が
2．職員の2/3くらいが
3．職員の1/3くらいが
4．ほとんどいない

かかりつけ医と訪問看護ステーションとの医療連携が図られており、利用者、家族
の思いを大切にしながら、安心して、穏やかに過ごせるよう支援に努めている。事
業所として社内研修や外部研修に取り組み、職員の質を高めている。職員が利用者
から心癒されたことを記録する「にこりほっとノート」の活用で、新たな気づきも
生まれている。家族へは、毎月「ふれあい便り」で利用者の写真や体調などを報告
し喜ばれている。2019年5月16日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

訪問調査日

取　り　組　み　の　成　果

基本情報リンク先URL

評価機関名
所在地

項　　目

ツクイ富山萩原グループホーム



Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

5 4 ○市町村との連携

次のステップに向けて
期待したい内容

理念は玄関と各ユニットに掲示し意
識している。

自
己
評
価

外
部
評
価

　地域密着型サービスの意義を踏ま
えた事業所理念をつくり、管理者と
職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

利用者にとって地域との関わりが大
切との思いで、春祭りの子供御輿を
事業所に招いたり、公民館でのクリス
マス会に参加するなど、地域との交
流に努めている。

地域の情報を得るためにも、回覧板を
回してもっらたり、地域行事に参加した
りして、活発な交流を図られることが期
待される。

外部評価

項　　　　　　　目

利用者の尊厳を大切に、事業所独自
の理念を定め、研修会やミーティング
時に再確認している。利用者の住み
慣れた地域の思い出を大切に、楽しく
安らぎのある、家庭的な環境を提供
できるよう支援に努めている。

実施状況 実施状況

自己評価

　利用者が地域とつながりながら暮
らし続けられるよう、事業所自体が
地域の一員として日常的に交流して
いる

運営推進会議は民生委員や地域包
括支援センターが委員となり定期的
に開催されている。事業所からは、ケ
アの取り組みや、高齢者虐待禁止委
員会の活動などを報告している。

　市町村担当者と日頃から連絡を密
に取り、事業所の実情やケアサービ
スの取組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでい
る

散歩の途中などで声をかけて頂く事
も増えてきている。しかし、地域の
一員であるという日常的な交流まで
には至っていなく、課題となってい
る。

　運営推進会議では、利用者やサー
ビスの実際、評価への取り組み状況
等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活か
している

　事業所は、実践を通じて積み上げ
ている認知症の人の理解や支援の方
法を、地域の人々に向けて活かして
いる

介護教室や清掃への参加を通して認
知症の方への理解を深めたいと考え
ているが、うまく連携をとる事がで
きていなく貢献度は上がっていな
い。一部の方々を除く、地域との距
離感がある事が課題だと考えてい
る。

定期的な開催は行っているが、地域
の方やご家族の参加が減ってきてい
る。昨年度からは運営推進会議の場
で高齢者虐待禁止委員会の活動報告
も実施しているので、参加者を増や
す努力を続けたい。

今後家族の参加を増やすために、ケ
アの様子をビデオで紹介したり、地域
との交流を深めるためにも町内会や
老人会にも声かけし、参加者を増やす
取り組みが期待される。

昨年度初めて認知症カフェを開催し
た。今後継続する予定で、地域の皆
さまが気軽に来訪できる場所であり
たい。また、地域包括支援センター
主催の勉強会では講師を務めたり運
営の手伝いも実施している。

地域包括支援センターとは、事業所
のケアの様子や申請手続きの都度出
向くほか、認知症カフェを開催し、地
域の人達が気軽に事業所に足を運ん
で頂けるよう取り組んでおり、協力関
係に努めている。

2 ツクイ富山萩原グループホーム



次のステップに向けて
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

外部評価

項　　　　　　　目
実施状況 実施状況

自己評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

7 ○虐待の防止の徹底

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

9 ○契約に関する説明と納得

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の
　反映

　管理者や職員は、日常生活自立支
援事業や成年後見制度について学ぶ
機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している

　契約の締結、解約又は改定等の際
は、利用者や家族等の不安や疑問点
を尋ね、十分な説明を行い理解・納
得を図っている

　代表者及び全ての職員が「指定地
域密着型サービス指定基準及び指定
地域密着型介護予防サービス指定基
準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄
関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる

　管理者や職員は、高齢者虐待防止
法等について学ぶ機会を持ち、利用
者の自宅や事業所内での虐待が見過
ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

　利用者や家族等が意見、要望を管
理者や職員並びに外部者へ表せる機
会を設け、それらを運営に反映させ
ている

意見箱の設置をしているが実際にご
意見が入っている事はない。そのた
め、面会の時など管理者や職員から
お声をかけさせて頂いている。ま
た、介護相談員の来訪日を知らせる
など、第三者への発言もできるよう
にしている。

家族が面会に訪れた時に、意見や要
望を聞くよう努めている。毎月送って
いる「ふれあい便り」に利用者の写真
や体調を報告しており、利用者、家族
の忌憚のない意見を集約している。

身体拘束禁止委員会を立ち上げ、身
体拘束とともに虐待防止についても
話し合いを実施し、運営推進会議ご
とに開催報告を行っている。定期的
な研修も実施している。

eラーニングで学ぶ事ができるが、
職員が直接学ぶというより、常勤職
員が学んだ事を伝達研修で報告する
事が多い。定期的な研修も実施して
いる。実際にご家族から相談を受け
た場合には、管理者に伝えるように
している。

契約締結の前には契約にかかる時間
を伝え、途中で切り上げる事のない
ように、余裕のある日程で調整をし
ている。

身体拘束禁止の研修を定期的に実施
している。

身体拘束をしないケアに関して、勉強
会を開き、管理者、職員ともに認識を
共有できるよう取り組んでいる。利用
者の人権を守ることを基本に、言葉に
よる拘束に注意し、不安な振る舞い
があれば利用者に寄り添うなど、利
用者の安全面を重視しながら、ケア
に努めている。

3 ツクイ富山萩原グループホーム



次のステップに向けて
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

外部評価

項　　　　　　　目
実施状況 実施状況

自己評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

12 ○就業環境の整備

13 ○職員を育てる取組み

14 ○同業者との交流を通じた向上

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

　代表者は、管理者や職員が同業者
と交流する機会をつくり、ネット
ワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向
上させていく取組みをしている

　サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不安な
こと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づく
りに努めている

ご入居以前に面談を実施している。
事前の情報をご家族やケアマネ
ジャーから得て、今後の生活につい
てのご希望を聞くなど、まずはご本
人が話しやすい環境を作っている。

職員には日々声を掛けている。現在
の困りごとをたずねたり、日常会話
の内容から、面談の実施を決めて個
別面談を設ける事もある。

管理者は日常業務の中で、職員の意
見や要望を聞いており、職員に変化
があれば個別面談を随時行うなど、
職員とのコミュニケーションを図って
いる。職員は認知症ケアや看取りに
ついて積極的に取り組んでおり、ケア
に対する意識は高い。

　代表者や管理者は、運営に関する
職員の意見や提案を聞く機会を設
け、反映させている

　代表者は、管理者や職員個々の努
力や実績、勤務状況を把握し、給与
水準、労働時間、やりがいなど、各
自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

　代表者は、管理者や職員一人ひと
りのケアの実際と力量を把握し、法
人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしてい
くことを進めている

昨年の１０月に非常勤職員の時給改
定を実施した。個々に勤務の条件が
違っているので、シフトを作る際に
は個別に声をかけている。また、フ
リーダイヤルで相談窓口も設け、管
理者へ言えない事などを報告できる
システムも作っている。

毎月定期研修と認知症に関する研修
を実施している。また、外部への研
修も該当者や希望者が参加できるよ
うに掲示をしている。社内でも三幸
カレッジと提携をして割引き価格で
資格取得ができる制度や資格取得の
お祝い金支給制度も設けている。

地域包括支援センターとの連携を
とっている。また、昨年度は近隣の
グループホーム２か所の見学を実施
した。改めてお互いの悩みや運営の
違いなどを話し、顔の見える関係づ
くりから学ぶ機会を設けることがで
きた。継続したいと考えている。

4 ツクイ富山萩原グループホーム



次のステップに向けて
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

外部評価

項　　　　　　　目
実施状況 実施状況

自己評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

17 ○初期対応の見極めと支援

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

　サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」まず
必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めて
いる

ほとんどの方が、申し込みからすぐ
にご入居につながるわけではなく、
待機の時期がある。最初のお申込
み・見学・待機の時期と、ご入居ま
での期間にも連絡を継続している。

ご入居前の面談には、管理者とケア
マネジャー、又は介護リーダーが同
行し、決して偏った判断をしない。
ご家族の中には、各居住系サービス
の違いが理解できていないままお申
込みをする方もいらっしゃるので、
それぞれの特徴をご説明をすること
も多い。

　サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、
関係づくりに努めている

　職員は、本人を介護される一方の
立場に置かず、暮らしを共にする者
同士の関係を築いている

　職員は、家族を支援される一方の
立場に置かず、本人と家族の絆を大
切にしながら、共に本人を支えてい
く関係を築いている

ささいな事でも決めつける事なく、
選択しながら生活ができるようにと
考えている。日々の暮らしに選択が
ある事で「介護されている」という
気持ちが少なくなればと考えてい
る。

お忙しく、なかなか面会に来られな
いご家族には電話をして近況を伝え
ている。また、電話を交代してご本
人と話をしてもらう、手紙を書いて
もらうなど、関係性が途切れないよ
うに配慮している。

　本人がこれまで大切にしてきた馴
染みの人や場所との関係が途切れな
いよう、支援に努めている

ご入居の際には私物として大切なも
のを持参して頂いている。また、昔
からある喫茶店などの名前が出た時
には、職員と一緒に出掛けるなどの
工夫をしている。

利用者の記憶にある場所や人につい
て教えてもらい、機会を設けて出かけ
ている。関係が途切れないよう、支援
に努めている。

5 ツクイ富山萩原グループホーム



次のステップに向けて
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

外部評価

項　　　　　　　目
実施状況 実施状況

自己評価

21 ○利用者同士の関係の支援

22 ○関係を断ち切らない取組み

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 9 ○思いや意向の把握

24 ○これまでの暮らしの把握

25 ○暮らしの現状の把握

　利用者同士の関係を把握し、一人
ひとりが孤立せずに利用者同士が関
わり合い、支え合えるような支援に
努めている

入居者様の中にはおひとりが好きと
いう方も増えてきている。個々の想
いを聞きながら席を決めたり、家事
の分担を決めている。看取り期の方
へは、お部屋へお見舞いに行った
り、最後の時にはお別れをして頂い
ている。

　サービス利用（契約）が終了して
も、これまでの関係性を大切にしな
がら、必要に応じて本人・家族の経
過をフォローし、相談や支援に努め
ている

　一人ひとりの生活歴や馴染みの暮
らし方、生活環境、これまでのサー
ビス利用の経過等の把握に努めてい
る

ご自分の意見や気持ちが言える方は
発言して頂き、できる範囲での希望
を叶えたいと考えている。気持ちを
言葉にできない方には、アセスメン
トやその時の表情から検討してい
る。

利用者の表情を見る、ふれあう、
会話するなど、常に職員が焦らず
ゆったりとした気持ちで接するよ
う努め、思いや意向の把握に取り
組んでいる。困難な場合には、家
族からの情報や生活の視点を考え
るなど本人本位に検討している。

ご本人やご家族の話、写真を見せて
頂くなどして、過去の情報を把握し
ている。

他の施設や病院へ移った方へは、お
見舞いに行ったり、提供できる情報
があれば提供している。

　一人ひとりの一日の過ごし方、心
身状態、有する力等の現状の把握に
努めている

　一人ひとりの思いや暮らし方の希
望、意向の把握に努めている。困難
な場合は、本人本位に検討してい
る。

個々に好きな場所・好きな事が違っ
ているので、自由に過ごしてもらっ
ている。時には口喧嘩が起きたりす
るが、それも日常ととらえ、つかず
離れず見守りを行い、危険のない状
態を維持している。
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次のステップに向けて
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

外部評価

項　　　　　　　目
実施状況 実施状況

自己評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタ
　リング

27 ○個別の記録と実践への反映

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の
　多機能化

29 ○地域資源との協働

30 11 ○かかりつけ医の受診支援

　本人がより良く暮らすための課題
とケアのあり方について、本人、家
族、必要な関係者と話し合い、それ
ぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成してい
る

カンファレンスや介護記録を通して
現状の把握・確認を全員で行う。

カンファレンスや介護記録の他、
利用者との関わりの中、心癒され
たことを記録する「にこりほっと
ノート」の活用で新たな気づきも
あり、介護計画に活かすこともあ
る。常に見直しを行い現状に即し
た介護計画に取り組んでいる。

　一人ひとりの暮らしを支えている
地域資源を把握し、本人が心身の力
を発揮しながら安全で豊かな暮らし
を楽しむことができるよう支援して
いる

　受診は、本人及び家族等の希望を
大切にし、納得が得られたかかりつ
け医と事業所の関係を築きながら、
適切な医療を受けられるように支援
している

　日々の様子やケアの実践・結果、
気づきや工夫を個別記録に記入し、
職員間で情報を共有しながら実践や
介護計画の見直しに活かしている

　本人や家族の状況、その時々に生
まれるニーズに対応して、既存の
サービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んで
いる

日々の介護記録や連絡ノート、医療
連携に関する記録などのほかに「に
こりほっとノート」を作成し、職員
が共有している。そこから以外な発
見があり、ケアプランに活かされる
場合もある。

一昨年より、グループホーム内での
共用型認知症対応型通所介護事業を
開始した。

地域のサークル活動への参加までで
きるようになりたいと考えている。

ご入居の際に、今までの主治医と協
力医のどちらでも良い事を伝えてい
る。ご家族によっては主治医の変更
を希望されない方もいらっしゃる
が、日々のバイタル測定や訪問看護
との連携の中で速やかな受診対応を
心掛けている。

かかりつけ医や訪問看護ステー
ションとの医療連携が図られてお
り、利用者の変化に速やかに対応
できる体制が出来ている。家族と
連絡を取りながら、いつでも適切
な医療が受けられるよう支援して
いる。
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次のステップに向けて
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

外部評価

項　　　　　　　目
実施状況 実施状況

自己評価

31 ○看護職員との協働

32 ○入退院時の医療機関との協働

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有
　と支援

34 ○急変や事故発生時の備え

35 13 ○災害対策

　介護職員は、日常の関わりの中で
とらえた情報や気づきを、職場内の
看護職員や訪問看護師等に伝えて相
談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援してい
る

　利用者が入院した際、安心して治
療できるように、また、できるだけ
早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行ってい
る。

訪問看護ステーションと連携をし、
２４時間体制で連絡がとれるように
なっている。

病院の地域連携室やソーシャルワー
カーとのやり取りを行い、情報交換
に努めている。病院の研修会や勉強
会への参加も行っている。

　重度化した場合や終末期のあり方
について、早い段階から本人・家族
等と話し合いを行い、事業所ででき
ることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチーム
で支援に取り組んでいる

　利用者の急変や事故発生時に備え
て、全ての職員は応急手当や初期対
応の訓練を定期的に行い、実践力を
身に付けている

重度化の指針を策定し、ご入居の際
に説明をしている。また、状態の変
化に伴い、主治医・ご家族との話し
合いも重ね、今後の方向性を共有し
支援を行っている。

重度化や終末期に於いては、医療
連携が２４時間体制で確立されて
おり、事業所の取り組みを家族に
説明し、今後の方針を共有できる
よう努めている。職員の看取りに
対する意識も高く、最後まで穏や
かに過ごしてもらえるよう、尊厳
をもって支援に取り組んでいる。

職場内研修を定期的に実施してい
る。また、外部の研修会への参加も
行っている。

　火災や地震、水害等の災害時に、
昼夜を問わず利用者が避難できる方
法を全職員が身につけるとともに、
地域との協力体制を築いている

避難訓練への地域住民の参加が行わ
れていない。

定期的に避難訓練を行い、各階の
避難は利用者への負担を考慮しな
がら実施している。また職員の緊
急連絡メールは、抜き打ちで行い
非常時に備えている。

自然災害に対する地域との情報交換
も必要であり、地域の防災訓練など
への参加や、ライフラインが使えな
い事態を想定した備蓄品などの見直
しも望まれる。
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次のステップに向けて
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

外部評価

項　　　　　　　目
実施状況 実施状況

自己評価

Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバ

　シーの確保

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

38 ○日々のその人らしい暮らし

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

　一人ひとりの人格を尊重し、誇り
やプライバシーを損ねない言葉かけ
や対応をしている

　日常生活の中で本人が思いや希望
を表したり、自己決定できるように
働きかけている

　職員側の決まりや都合を優先する
のではなく、一人ひとりのペースを
大切にし、その日をどのように過ご
したいか、希望にそって支援してい
る

　その人らしい身だしなみやおしゃ
れができるように支援している

　食事が楽しみなものになるよう、
一人ひとりの好みや力を活かしなが
ら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

できる人にはキッチンに入っていた
だき、野菜のカット・盛り付け・洗
い物などを一緒に行う。

利用者一人ひとりの食べ方にもこ
だわりがあり、時間をかけて勧め
ている。盛り付けや配膳など、お
手伝いしてくれる利用者も多く、
自主性や経験を活かす場にもなっ
ている。

人生の先輩として尊敬の気持ちを
持って接するよう心掛けている。接
遇マナーの研修も定期的に行ってい
る。

一人ひとりの人格を尊重し、それ
ぞれの時間の過ごし方を大切に見
守っている。また利用者に対して
は、噓や曖昧な言葉かけは行わ
ず、プライドを損ねない対応に努
めている。

日常的に、全員に行きたい場所・食
べたい物・買いたい物など、たずね
ている。時に個別だったり、談笑の
なかだったりと場面は変わる事があ
る。日々の生活では飲み物やおやつ
の選択ができるように工夫してい
る。

全員の希望に沿う事は困難だが、日
により、個別の対応を行う事があ
る。

その日に着るものは何点かの中から
選択してもらっている。選ぶ事が難
しいかたには「はい」「いいえ」が
わかる聞き方をしている。毎月ヘア
カットがあるが、白髪染めやパーマ
も行っている。
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次のステップに向けて
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

外部評価

項　　　　　　　目
実施状況 実施状況

自己評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

42 ○口腔内の清潔保持

43 16 ○排泄の自立支援

44 ○便秘の予防と対応

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

46 ○安眠や休息の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量
が一日を通じて確保できるよう、一
人ひとりの状態や力、習慣に応じた
支援をしている

個別に看護記録に記載し、訪問看護
師や主治医に提示している。

　口の中の汚れや臭いが生じないよ
う、毎食後、一人ひとりの口腔状態
や本人の力に応じた口腔ケアをして
いる

　排泄の失敗やおむつの使用を減ら
し、一人ひとりの力や排泄のパター
ン、習慣を活かして、トイレでの排
泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

繊維の多い食物を取り入れたり、起
き抜けの水分補給を実践している。
体操の時には腹部を動かすひねり運
動もとりいれているが、便秘になり
やすい事も事実で、医療との連携を
行っている。

全員が時間を問わずという事は難し
い。入浴が好きな方には長く入って
もらっているが、入浴の拒否がある
方にはご家族の協力を頂く事もあ
る。入浴剤を選んでもらう事も楽し
みの一つと考えている。

拒否がある方もいらっしゃるので全
員というわけにはいかないが、実践
している。

トイレまで遠い方には居室にポータ
ブルトイレを使用している。また、
歩行が困難な方へも、介助でトイレ
の使用を行っている。

　便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働きか
け等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

　一人ひとりの希望やタイミングに
合わせて入浴を楽しめるように、職
員の都合で曜日や時間帯を決めてし
まわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

入浴を嫌がる利用者には、着替え
の準備から本人と共に行い、無理
強いすることなく入浴まで繋がる
よう取り組んでいる。また季節を
感じてもらえるよう、菖蒲湯や柚
子湯などで利用者を楽しませてい
る。

　一人ひとりの生活習慣やその時々
の状況に応じて、休息したり、安心
して気持ちよく眠れるよう支援して
いる

遅くまで本を読んでいる方や考え事
をして眠れない方には、職員から働
きかけて話を聴いたり、飲み物を出
すなどの工夫をしている。

トイレでの排泄に努め、自立に向
けた支援を行っている。介助が必
要な方には小声で誘導し、一つひ
とつの動作にも本人の了承を得て
手伝うなど、自尊心を傷つけない
対応に取り組んでいる。
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次のステップに向けて
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

外部評価

項　　　　　　　目
実施状況 実施状況

自己評価

47 ○服薬支援

48 ○役割、楽しみごとの支援

49 18 ○日常的な外出支援

50 ○お金の所持や使うことの支援

51 ○電話や手紙の支援

　張り合いや喜びのある日々を過ご
せるように、一人ひとりの生活歴や
力を活かした役割、嗜好品、楽しみ
ごと、気分転換等の支援をしている

　一人ひとりのその日の希望にそっ
て、戸外に出かけられるよう支援に
努めている。また、普段は行けない
ような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しなが
ら出かけられるように支援している

　一人ひとりが使用している薬の目
的や副作用、用法や用量について理
解しており、服薬の支援と症状の変
化の確認に努めている

往診の際には薬剤師も同行している
ので、薬に関する相談を行いやす
い。特に、薬が変わった時は医師へ
の報告のため、細かく経過を確認し
ている。

　職員は、本人がお金を持つことの
大切さを理解しており、一人ひとり
の希望や力に応じて、お金を所持し
たり使えるように支援している

　家族や大切な人に本人自らが電話
をしたり、手紙のやり取りができる
ように支援をしている

ご入居の際には、ご家族の協力も頂
き、あまり大金ではない額を持って
頂いている。買い物の時など、ご自
分で支払いを行う方もいる。

最近は携帯電話を持参されている方
も増えている。電話の希望があると
きには事業所の電話を使用して頂い
ている。請求書の中にご家族への手
紙を入れて送る事もある。

個々に得意・不得意があるので、情
報を共有して工夫している。

気候が良い時期には少しの時間でも
外気浴ができるように工夫をした
り、他ユニットへ遊びに行き交流を
図るなどしている。ご家族や地域の
方への協力を働きかけた事もある
が、なかなかうまくいかず、課題で
もある。過去にはポートラムに乗り
岩瀬へ出かけたり、桜の時期に遊覧
船に乗るなども実施していた。

お天気を見ては気分転換のため、
ご近所の庭を見学したり、土手沿
いを散歩して草花を観察したり、
また最近ではコンビニでコーヒー
タイムを過ごすこともある。ユ
ニットごとに護国神社への初詣や
植物園での花見などに出かけ、ド
ライブも兼ねて楽しんでいる。
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次のステップに向けて
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

外部評価

項　　　　　　　目
実施状況 実施状況

自己評価

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

53 ○共用空間における一人ひとりの居場
　所づくり

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な
　環境づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居間、
台所、食堂、浴室、トイレ等）が、
利用者にとって不快や混乱をまねく
ような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よ
く過ごせるような工夫をしている

　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で思い思
いに過ごせるような居場所の工夫を
している

テレビが好きな方が増えてきてい
る。耳の遠い方に合わせるとテレビ
の音量がどうしても大きくなる。気
になる方は離れた場所に移動しても
らうか気分転換にフロアを離れるよ
うに配慮している。また、大きな声
で独り言を言う方もいらっしゃるの
で、その都度皆さんの表情や言動を
見ながら対応している。

大きな窓から立山の峰々が見ら
れ、解放感あるリビングには心地
よい風が通っている。体操をした
りコーヒータイムで和んだりと、
明るい雰囲気が感じられている。
また食事時には、体調不良で食事
が進まない利用者に、食べやすい
料理を勧めるなど利用者同士の思
いやりや気遣いが見られた。

その場の雰囲気に合わせ席を移動で
きるように椅子などを配置してい
る。

　居室あるいは泊まりの部屋は、本
人や家族と相談しながら、使い慣れ
たものや好みのものを活かして、本
人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

　建物内部は一人ひとりの「できる
こと」や「わかること」を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

キッチンは解放し、入りたいときに
入れるような環境にしているので、
危険な物は片づけている。洗濯もの
もさりげなく置いておくと、どなた
かが自発的にたたんで下さる。

ご入居の際には使い慣れた家具を持
参してもらっている。また、ご家族
の写真なども見える場所に飾り、家
族とのつながりを感じてもらえるよ
うに工夫している。混乱を招くよう
な物は片づけている。

自宅で使っていたベッドやテレビ
を持ち込み、寝ころびながら時代
小説を楽しんでいる利用者もい
る。また大事な人の位牌を置くな
ど、いままでの生活スタイルを変
えることなく過ごせるよう、家族
と共に支援している。
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事業所名 ツクイ富山萩原グループホーム　　　　　　　　　　　 
作成日　 令和元年６月７日

【目標達成計画】

1 2

2 3

3 13

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

地域との日常的な交流の機会を増やした
い。

①自治会の避難訓練へ参加する。
②事業所の避難訓練の周知と近隣住民へ
の参加を呼び掛ける。

①自治会長を通し、水害対策についての
情報交換を実施する。
②事業所の避難訓練を周知し、近隣の方
へ参加（見守り含め）を呼び掛ける。

12か月

運営推進会議への参加者が少なく、参加
者も決まってしまっている。
地域への周知もされていない。

①自治会へ協力のお願いをする
②ご家族へは日程の連絡だけではなく協
議の内容をお知らせして参加を促す。

①自治会長を通し、福寿会にも通知をす
る。
②運営推進会議の前月に出欠をとってい
るので、その際に議題を提示し、ご家族
のご意見を書く欄を設ける。

6か月

自然災害に対する地域との情報交換や協
力体制を築く事ができていない。災害備
蓄品の定期的な入れ替えを実施して災害
に備えたい。

①回覧板を再開し、事業所の情報発信を
する。
②現在続けているお茶会の継続と新しい
合同イベントの開催。

①自治会長に相談し回覧板の日程と参加
の可否を確認する。
②入居者様が希望するイベントの聞き取
りと実行。

6か月

２　　目　標　達　成　計　画

優
先
順

項
目
番

現状における問題点、課題 目　　標 目標達成に向けた具体的な取組み内容
目標達成に
要する期間

ツクイ富山萩原グループホーム


